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日は38oC台時に39oC近 くになったが､何等処置することな く大体7日目には平温に復したo他の1例は

殆んど何等の反膝 もなかった0

2 -肢状態 :発熱と共紅食思不振を釆すが､解熱後は容易に旧に復すo 其れ以外には大した異御

感はたかった｡ -

3 啄噺､啄疾 :啄症の粘調度が減少して囁 が切れ易くなった例を除いて時啄癖に妊大した影響は

なかった｡啄疾畳の減少を著明に来した例が1例ある｡ .

4 結核菌の内定 .･1例に於ては1時的に結核菌数の増加を来し､ 菌塊を混するものがあり､乾髄物

質の融解､益洞清浄化が始まったかに感ぜられたが､ 爾後格別の変化もなく､その他の例に於ても著

明な変化は見られなかった｡

5 啄疾中枯草菌の滑長 :注入4日日蓮は証明出来たが､ 爾後治夫し-股に7日目では既に証明出来

ない.1例で9日目に芽胞の型でその存在を証明した.

考察及び緒論

臨界実験は開始以釆 日向性浅 く､以上僅か1菌株両も少数例に就てのみの実験であり､結論を出すこ

とは何早かとも考えられるが､S17号株に関する限 り人体内に於ては殆んど増殖し得ない如 くである｡

従って我々の企図した臨床効典も望み薄であろうと考えられる｡

然るにか ゝる菌株でも多量を一一時に注入すれば､可な りの反鷹を惹起し得るものであり､ 更に人体

内に ansiedelnL易い細菌を用うる場合には余程慎重の注意を要す ることを知ったO

今後正桔輩菌類に就いては基礎実験第蛇 更に多数の菌株に実施して適廠菌株の発見に努ゆると共に

枯草菌以外の細菌に就いても基礎実験を進める予定である.

発育期女子の心臓の大きさに関する｢レ｣線学的研究
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緒 言 L?uisが肺結核患者の心膝が健庶人のそれに比して著しく小さい事を措摘したのは既に(り
100年以上も前の事であるo斯 くの如 く心隈の太さには盲 くより関心が向けられ､殊に Morizが心臓(2)
実大測定法を創始し､K6hlerが遠距離撮影法に依る簡便法を案出して以来､之等による研究は少くな

いが､その多くは成人に関するものであり､発育期に於ける心臓の大さを取扱ったものは､ 本邦に於
(3) (4)

ては住に稽玉､岡部の2報告あるに過ぎず､両 も共に男子ば関するものであって､著者は寡聞にして女

子発育期に関する報告を知らない. そこで余等捻12才乃至18才の女子の心膝の太さを測定し､之と年

令その他種々なる体畳並に Borchardt等の謂ふ過敏性体質との 関係を観察するのも徒爾で夜からう

と考-たo

L研究材料並に研究方法 研究の対象としては某 旧制高等女学校生徒870名の中､健康で既往症中に

心臓の大さ及び形に変化を乗すべき諸疾患を有せず､ 両 も脊柱及び鎖骨像を標準として正しく左右相

私に撮影された249名の胸部 ｢レ｣線像を用いた｡これは管球フイルム間距離1.5氷､1/10秒で探吸菊時

に撮られた背腹位撮影像であるo 斯 くて得られた心癒像は実大豆則定装置による像 よt)も楕大であらう
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幅径(Br)､肺臓基底横径(Lb)胸部縦径(Tl)(Lbの左右4等分点より正中線の平行線を措き.該線の肺

尖部に於ける肋骨上線との交点までの距離の平均値) を測定し､ 心肺係数 (HLQ-琶)､胸部係

数 (TQ-毘)を弊出し､年令別､体重別､身長別､胸囲別､体質的過敏庭訓に統計学的に処理する
と共に､心膜横径 (Tr)と年令､身長､体重､胸囲との相関係数を夫々算出した｡倍体質的過敏度仕

(.5)
西岡､雅津の記載港によって非過敏者 (Ro,R7)と過敏者 (R-q以上)に分けた0

第 1表 年 齢 別 測 定 値

年 齢 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17以上 16以上

測 定 人 負̀ 36 5d 63 48 : 38 14 .52

max.-mln. 4.2-1.9 4.2-2.4 4.5-2.5 4.8-2.0 4.7.--2.5 4.3-3.1 屯7-2.5
Mr M:土m 3.15土0.05 3.30士0.04 3.40土0.03 3.41士0.05 3.43土0.05 3.58士0.09 3.47土0.04

o'max.-mln, 0.30 .0.26 0.24 0.32 _0.31 0.35 0.298.1-4.9 8.2-5.1 8.9-5.2 9.7-5.7 ■9.0-4.7 8.9.-5.7 9.0-4.71
Ml M土m 6.51土0.08 6.55土0.06 6.84土0.06 7.16土0.09･7.23土0.09 7.38士0.14 7.27土0.06

d 0.47 0.42 0.48 0.62 0.54 0.翠 0.40

Tr M土m 9.66土0.13 9.85士0.1010.24土0.1010.57士0;1310.66士0.1510.96土0.22-10.74土0.13

qmax.-TLlln. 0.80 0.73 0.79 0.89 0.93 0.83 0.9213.0-9.0. 13.1-97 13.4-10.i 14.1-9.9 14.5--10.9 13.5_ll.3_14.5--10.9
L Mj=tLl ll.09土0.14ll.33士0.llll.77土0.0912.18士0.1312.42土0.1412.51土0.17-12.44土0.ll

●lInaX.-ⅠJlln. 9.9-7.4 10.6-7.6 ll.1-8⊥0 ll:4-8.7 ll.6-8.8 ll.0-8.9 ll.6-8.8
Brp M土一Ⅰ1 8.91士0.09 9.■16土0.09 9.40土0.0310.03土q.1010.80土0.1010.38土0.1410.82d=0.O9

25.6-19.8 25_8-21.4 25.4-21.2 28.0-21.8 26.4-22.1 25.4-22.8■26.4-22.1
Lb_. M土Ⅰ血 22.91士6.2023.11土0.1423.51士0.1324.02土0.1824.42士0.16-24ユ6よ0.2324.35土0.13

Orド- Ⅰnax.-I.1.∩. ､1.17 1.OP 1.01 1.27 0..96 0.86 0.942.86-2.17 2.70-2.00 2.63-.2.00.2.78-1.92 2.70-1.96 2.56-2.00 2.70-1.96

HLq M士1LI 2.38土0.03_2.35士0.02 2.30土0.02 2.29土0.03 2.30士0.03 2.21土0.04 228よ0.02
o'- 0.16 0.16 0.16 0.18 0.17 0.16 0.17 .

ⅠllaX..--Illir).i.17-0.70 1.12,-0.76 1.16-0.79 1.15-0.81 1.13-0.86 1.10-0.72 1_13-0.72
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関に既述の胸筋縦径並に胸廓係数は余等の創めそ捷唱する処のもので､ 之等によって骨性陶廓の形

態を知らんとするのである｡

研究成績

(1).心膜の大きさの年齢的推移,心膜並に胸部に関する諸値を年齢別に平均値を算出すると算1表

に示す如 くであるo (この裏上で例へば12.-13歳と称するは溝12歳1日より13歳未満の者を意味し､爾後12歳と略

称する｡)

EPち (イ)Ml,Mr,Tr,L,Br,Lb,はいづれも年齢と共に大きくなり､ 殊に13-15才の問に於てそ

の増加が著しいO (ロ)HLQは年齢と共に減少する｡ (ノ､)TQは年齢と共に大となり､之も13-14

才の問の増加が著しい. (-)Trと年齢との相関係数を求めるとr-+0.40±0.053となった｡ (相関

表を略するo)

(2) 心臓の太さと身体計測値との関係 身長別､胸囲別､体重別に前記諸値の平均値を出したが

特記すべき所見は得られなかった0 両じて心措横径と身長､胸囲､体重とめ相関係数を算出すると､

夫々0.40±0.054､0.49±0.049こ0.51±0.048となった｡ (相関表省略)

(3) 体質的過敏度と心肺係数､胸廓係数との関係 苑2表に示す如 く､両係数とも､体質的過敏

者と非過敏者との問に著差を認めなかった｡

第2表 体質的過敏皮と心肺係数,胸廓係数との関係

I .:'･. _･;･･.: _ .: :･:A

総括及び考投 以上の成績を総括すると攻の如 くなるO (1)発育期には年齢と共に心臓は大きく

な り､殊にそれは13-15才の問に著しい｡ (2)心肺係数が年齢と共に小になる事から､ この年頃で
(tl･)

は心臓の発達が胸廓や肺臓より著しい事が頴へる｡文献を按するに､保田は解剖学的に心膜の言発育が(3)
12-14才の間に特に著明であると報告し､ 稽玉も｢レ｣挽学的に男子では13-15才に於て､その発育(7)
曲線の傾斜の最大なる事を力課して居 り､Brugschも同様の成績を発表して居るが､之等は常会等の

(8＼
成績に一致するものであり､ この事実は胸壁誘導心電図曲線の年齢的推移を検討せる Robinow等や
(9)

Master等の研究からも領けるO (3)第1表に示す諸数値を先人の業箆と比較するに､15-17才の女(10) ぐ31
子を取扱った藤狼の数値に略々一致して居 り､ 発育期男子を取扱った稽玉の成績に比して小であるの(3)
は､ 女子の心臓が男子よりも小なる事を物語るものである｡文相玉の資料に基き心肺係数を計算する

と12才より18才までの年齢別平均値は夫Jk1.96,2.06,2.06,2.08,2.09,2.13,2.12となり､余等の数値

より小である上に､余等の場合とは逆に年齢と共に増.加して居る｡ この前者は､男子の心膜が女子よ

り大なる馬であり､後者は比の年齢期の男子の肺臓乃至胸廓の発育が心臓の発育より著しく､ 女子で

はそれが逆になって居る馬かと考-られる｡ (4)胸部係数の観察に探り､ 我々は女子の発育期に於
(･7)

ては､ 骨性胸部は全身の発育と共に横によりも縦にのぴる事を知った｡西岡､米淫に依 り､女学生の

体型は低学年より高学年に至るにつれて細長型より肥満型に赴 く事が知られて居るが､ この事実より

之は骨陸的廓が麓に大きくなる-のではなく､ 歌部組織の発達による変化と考-られるO (5)心臓横
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径と年髄､身長､/体重､胸囲との間の相関.k係は､体重との相関最大で､ 攻で蜘宵であり､年齢､身
(])) (S)

長に対する相関は最 も/Jiであっ･たO か一ゝる事実は既にDietlen､倉本､春名､相玉､稔田等によって

静められて居る処であり､ 余等も全 く同様の結果を得たわけである｡ (6)体質的過敏慶と心肺係数◆ヽ_

や的廓係数との間に一定の関係を見出し得なかった.

結 語 発育期女子の心膝並に胸部の大さを ｢レ｣線学的に研究して､ (1)心臓の発育は男子と

同様13-15才q)問に著しい草O (2)発育期には､ その骨性的廓は横によりも縦に発育が著しく､叉
心臓は肺臓や陶廓 よりもその発育が著しい事を知った｡
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